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加藤さんは高校時代、演劇部に所属。

このとき舞台の面白さに出合った。

出演して表舞台を務める役者と、そ

れを支える裏方、すべての役割を全

員で作り上げていくことに魅力を感

じたという。

将来、演劇の世界で生きていこうと考

えた加藤さんは、大阪の専門学校へ進

学。舞台照明の技術を学び、卒業後も

大阪にとどまって、舞台照明の会社で

経験を積んだ。

しかし、生まれ育った町で劇団を作り

たいという気持ちが日増しに高まり、

22歳の時、新旭町（現在の高島市）に

帰ってきた。

１年後、02（平成14）年に町役場（当時）

に就職。子どもたちを対象にした町が

運営する演劇教室「劇団しんあさひ」に

かかわることになった。東京から演出

家で劇作家の大峰順二さんを講師とし

て招き、子どもたちが演劇を学んでい

くのを３年間にわたってサポートした。

また、04（平成16）年には、一般公募に

よる町民劇を開催、演劇部出身者から

初心者まで、さまざまな人々と力を合

わせて舞台を作り上げた。

「素人の集まりであっても、お客さん

にいいものを見せたい、一生懸命やっ

ていい芝居をしたい、という気持ちは

プロと同じです」と加藤さん。

その後、これらの事業を通して演劇の

楽しさに魅了された人々が中心になっ

て、05（平成17）年、演劇集団つばめを

立ち上げた。

演劇集団つばめは、高島市内での公演

だけでなく、全国青年大会の演劇部門

に参加し、05（平成17）年から３年連続

して最優秀賞を受賞するなど、高い評

価を得ている。

今後は地元高島の地域問題をテーマに

取り上げ、「高島をもっといい町にし

たい。医療や福祉などの問題が、高島

に住んでいる人にはどういう影響があ

るのか？ 演劇を見ることで地域のこ

とをもっと考えるきっかけづくりをし

たい」と言う。

現在、劇団員は９人で、来年秋の公演

を目指して準備中。一番大変なことは？ 

と尋ねると、「全員がそろう事」とい

う返事が返って来た。

それぞれのメンバーは仕事などをや

りくりしながら練習に参加し、役者

だけでなく、脚本から演出、芝居、

宣伝まで、全員が１人で何役もこな

している。

「大変ですが、みんなで思いをぶつけ

ながらやるからこそ、達成感も大きい

ものがあります。将来、劇団の数がもっ

と増え、高島が演劇の町になっていた

らどんなに素晴らしいだろうと、夢見

ています」と、加藤さんは笑顔で語っ

てくれた。               （取材・瓜生）
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http://www.ex.biwa.ne.jp/~studio-tom/tsubame
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